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「庄原市森づくり事業」
平成２４年度参加者募集！

林業振興課林業振興係　☎０８２４－７３－１１２４

　

こ
の
事
業
は
、手
入
れ
が
十
分
さ
れ
て
い

な
い
ス
ギ・ヒ
ノ
キ
と
いっ
た
人
工
林
や
、マ
ツ・

広
葉
樹
な
ど
の
里
山
林
を
手
入
れ（
間
伐

な
ど
）す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、平
成
24
年
度
の
事
業
実
施
を
希

望
す
る
森
林
所
有
者
や
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
締
切
は
２
月
末
日
で
、応
募
多
数
の

場
合
は
、道
路
沿
い
の
森
林
な
ど
事
業
の
目

的
と
成
果
が
実
感
で
き
る
個
所
を
優
先
し

て
採
択
し
ま
す
。

 

【
事
業
の
内
容
】

■ 

環
境
貢
献
林
整
備
事
業（
人
工
林
対
策
）

　

過
去
15
年
間
に
一
度
も
森
林
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
人
工
林（
ス
ギ・ヒ
ノ
キ
）の
整

備
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

①
人
工
林
の
間
伐

※
所
有
者
負
担
金
と
し
て
、１
㌶
当
た
り

１
万
円
が
必
要
で
す
。

※
市
と
森
林
所
有
者
が
、整
備
事
業
実
施

に
関
す
る
20
年
間
の
協
定
書
を
締
結
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
台
風
や
大
雪
に
よ
る
被
害
木
の
片
付
け

（
二
次
災
害
の
防
止
）

③
間
伐
用
の
作
業
路
の
整
備

■ 

里
山
林
整
備
事
業

　

手
入
れ
が
不
十
分
な
マ
ツ
や
広
葉
樹
な

ど
、里
山
林
を
保
全
す
る
た
め
の
整
備
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

※
市
と
森
林
所
有
者
が
、整
備
事
業
実
施

に
関
す
る
20
年
間
の
協
定
書
を
締
結
し
、

維
持
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
放
置
さ
れ
た
里
山
林
の
除
間
伐・下
草
刈

り②
松
く
い
虫
被
害
に
よ
る
松
林
の
整
理

③
竹
林
の
伐
採
お
よ
び
整
理
に
よ
る
繁
茂

の
防
止

④
有
害
鳥
獣
の
生
息
の
場
と
な
っ
て
い
る
里

山
林
を
整
備
し
、野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止（
バッフ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
）

■ 

里
山
保
全
活
用
支
援
事
業

　

里
山
林
の
保
全
活
用
に
関
す
る
住
民
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
自
ら
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

■ 

森
林・林
業
体
験
活
動
支
援
事
業

　

森
林
の
機
能
や
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
体
験

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■ 

間
伐
材
利
用
対
策
事
業

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
普

及
に
関
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
、事
業
基
準
の
一
部
が
緩
和
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

事
業
申
し
込
み
や
詳
細
は
、林
業
振
興

課
林
業
振
興
係（
☎
０
８
２
４

－

７
３

－

１
１
２
４
）ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室・

産
業
建
設
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　市は、森林を手入れし、森林の役割を最大限に発揮させながら、安らぎと潤
いのある生活を次の世代へ引き継いでいくために、「ひろしまの森づくり県
民税」を財源とする「庄原市森づくり事業」に取り組んでいます。

　

東
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
か
ら
、間

も
な
く
10
カ
月
が
経
過
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
義

援
金
や
救
援
物
資
の
受
け
付
け
、避
難
者

受
け
入
れ
の
た
め
の
公
営
住
宅
や
避
難
施

設
の
準
備
な
ど
、被
災
地
を
応
援
す
る
で
き

る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、人
的
支
援
と
し
て
市
職
員
を
現
地
に

派
遣
し
、被
災
地
の
復
旧
と
復
興
に
向
け
て

の
自
治
体
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
集
約

状
況
、職
員
の
派
遣
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

１　

義
援
金
の
状
況

　

地
震
発
生
後
か
ら
義
援
金
受
付
窓
口

（
市
民
生
活
課
、各
支
所
市
民
生
活
室
、西

城
し
あ
わ
せ
館
）を
開
設
。

　　

※
義
援
金
は
、定
期
的
に
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
金
し
て
い
ま
す
。

●
市
役
所
受
け
付
け
分
か
ら
日
本
赤
十
字

社
広
島
県
支
部
庄
原
市
地
区（
庄
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）へ
送
金
し
た
金
額

８
２
、４
７
４
、９
４
７
円（
12
月
９
日
現
在
）

●
日
本
赤
十
字
社
お
よ
び
中
央
共
同
募
金

会
受
け
付
け
分

３
、４
１
４
億
円（
12
月
13
日
現
在
）

●
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
義
援
金
の
内
、被
災

県
の
義
援
金
配
分
委
員
会
へ
送
金
さ
れ
た

金
額

３
、１
２
３
億
円（
12
月
９
日
現
在
）

●
被
災
市
町
村
か
ら
被
災
者
へ
配
分
さ
れ

た
金
額

２
、６
６
１
億
円（
12
月
９
日
現
在
）

２　

職
員
の
派
遣
状
況

（
１
）国
、県
な
ど
か
ら
の
派
遣
要
請
に
基

づ
く
派
遣

●
被
災
県
か
ら
広
島
県
への
要
請

期
間

５
月
10
日
〜
16
日・６
月
19
日
〜
25
日

内
容

派
遣
自
治
体
…
宮
城
県
気
仙
沼
市

業
務
内
容
…
避
難
所
住
民
の
健
康
管
理
な

ど人
数　

保
健
師
各
１
人

（
２
）庄
原
市
独
自
の
派
遣
支
援

●
宮
城
県
東
松
島
市
の
要
請
に
基
づ
く
派
遣

【
短
期
派
遣
】

期
間

４
月
25
日
〜
９
月
16
日

内
容

①
生
活
支
援
、罹
災
証
明
な
ど
の
相
談
、処

理
事
務
な
ど

②
下
水
道
の
災
害
査
定
用
の
設
計
書
作
成

業
務
な
ど

人
数

①
事
務
職
員
２
人

②
技
術
職
員
２
人

※
事
務
職
員
、技
術
職
員
そ
れ
ぞ
れ
２
人

を
原
則
２
週
間
の
サ
イ
ク
ル
で
、事
務
職
員

は
７
回
、技
術
職
員
は
８
回
、延
べ
30
人
を

派
遣
し
ま
し
た
。

●
宮
城
県
東
松
島
市
の
要
請
に
基
づ
く
派
遣

【
長
期
派
遣
】

期
間

８
月
１
日
〜
３
月
31
日　

内
容

仮
設
住
宅
へ
の
対
応
、学
校
施
設
な
ど
公
共

施
設
の
修
繕
への
対
応
な
ど

人
数

建
築
技
術
職
員
１
人

※
原
則
１
カ
月
の
サ
イ
ク
ル
で
、延
べ
８
人
派

遣
す
る
予
定
で
す
。

東日本大震災に対する
支援状況

危機管理課危機管理係　☎０８２４－７３－１２０６

多くの義援金が寄せられています（東城支所窓口）

12
月
16
日
時
点

１
、１
４
８ 

件

８
２
、５
６
３
、０
９
１
円


